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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　貨幣を入出金する貨幣処理装置と、棒金を保管する棒金保管装置を含む貨幣処理機であ
って、
　前記各装置の金種毎の在高を集計した在高データを管理する在高管理手段と、
　前記在高データ及び金種毎の残置データを記憶する記憶手段と、
　貨幣の全ての金種について、金種毎に、前記記憶手段に記憶された前記残置データ及び
前記棒金保管装置の在高に基づいて、前記貨幣処理装置に入金された貨幣を出金する制御
手段と、
　を備えたことを特徴とする貨幣処理機。
【請求項２】
　請求項１に記載の貨幣処理機であって、
　前記制御手段は、前記記憶手段に記憶された残置データが前記在高データより小さい場
合は、前記貨幣処理装置に収納された貨幣を出金することを特徴とする貨幣処理機。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の貨幣処理機であって、
　所定の情報を表示する表示部を備え、
　前記制御手段は、前記記憶手段に記憶された在高データ及び残置データ、並びに前記棒
金保管装置の在高に基づいて、前記表示部に表示する情報を切り替えるものであることを
特徴とする貨幣処理機。
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【請求項４】
　請求項３に記載の貨幣処理機であって、
　前記制御手段は、前記記憶手段に記憶された残置データが前記在高データより大きい場
合には、当該残置データと当該在高データの差分を前記表示部に表示するものであること
を特徴とする貨幣処理機。
【請求項５】
　請求項３又は４に記載の貨幣処理機であって、
　前記制御手段は、前記記憶手段に記憶された残置データが前記棒金保管装置の在高より
小さい場合には、当該在高と当該残置データの差分を前記表示部に表示するものであるこ
とを特徴とする貨幣処理機。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか１項に記載の貨幣処理機であって、
　前記制御手段は、前記記憶手段に記憶された残置データが前記棒金保管装置の在高より
小さい場合は、前記貨幣処理装置に入金された貨幣の全てを出金するものであることを特
徴とする貨幣処理機。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれか１項に記載の貨幣処理機であって、
　前記制御手段は、前記記憶手段に記憶された残置データが前記在高データより小さく、
かつ、前記棒金保管装置の在高以上の場合は、前記貨幣処理装置に収納された貨幣の一部
を出金するものであることを特徴とする貨幣処理機。
【請求項８】
　請求項１～７のいずれか１項に記載の貨幣処理機はさらに、
　レジスタと通信可能な通信手段を備えたことを特徴とする貨幣処理機。
【請求項９】
　請求項１～８のいずれか１項に記載の貨幣処理機であって、
　前記残置データ及び前記各装置の在高データは、貨幣の数量又は金額を示す情報である
ことを特徴とする貨幣処理機。
【請求項１０】
　請求項１～９のいずれか一項に記載の貨幣処理機であって、
　前記貨幣処理装置が、紙幣を入出金する紙幣処理装置と、硬貨を入出金する硬貨処理装
置とから構成されることを特徴とする貨幣処理機。
【請求項１１】
　貨幣を入出金する貨幣処理装置および棒金を保管する棒金保管装置を含む貨幣処理機と
、前記貨幣処理機に通信可能に接続されたレジスタと、を備えた貨幣処理システムであっ
て、
　前記貨幣処理機における各装置の金種毎の在高データを管理する在高管理手段と、
　前記在高データ及び金種毎の残置データを記憶する記憶手段と、
　貨幣の全ての金種について、金種毎に、前記記憶手段に記憶された残置データ及び前記
棒金保管装置の在高に基づいて、前記貨幣処理装置に収納された貨幣を出金する制御手段
と、
　を備えたことを特徴とする貨幣処理システム。
【請求項１２】
　貨幣を入出金する貨幣処理装置および棒金を保管する棒金保管装置を含む貨幣処理機に
通信可能に接続されたレジスタであって、
　前記貨幣処理機における各装置の金種毎の在高データを管理する在高管理手段と、
　前記在高データ及び金種毎の残置データを記憶する記憶手段と、
　を備え、
　貨幣の全ての金種について、金種毎に、前記記憶手段に記憶された残置データ及び前記
棒金保管装置の在高に基づいて、前記貨幣処理装置に収納された貨幣を出金させることを
特徴とするレジスタ。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、貨幣処理機、貨幣処理システムおよびレジスタに関し、特に、手動により補
充及び回収を行う棒金保管装置の在高と貨幣処理装置の在高とに基づいて所定額の貨幣を
残置させることができる貨幣処理機、貨幣処理システムおよびレジスタに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、店舗において、貨幣の入出金を機械的に行う機能を有する貨幣処理機が利用され
ている。このような貨幣処理機では、営業開始前に所定額の釣銭用貨幣を残置させる必要
があった。
【０００３】
　また、一定枚数の硬貨を包装した棒金を保管し、在高を管理する棒金保管装置が知られ
ている。このような棒金保管装置は上記貨幣処理機の近くに設置され、上記貨幣処理機内
の釣銭用硬貨が不足した際には、オペレータの手作業により棒金保管装置に保管された棒
金を当該貨幣処理機内に補充していた。
【０００４】
　特許文献１は、所定額を残置させる機能を有する貨幣入出金処理システムについて開示
する。この貨幣入出金処理システムは、機内在高メモリ４３に記憶された各金種毎の収納
部在高データ、ニアエンプティ設定メモリ４６に記憶されたニアエンプティ設定枚数およ
び残置金額設定メモリ４４に設定された残置金額を参照し、残置指定金額から残置確保金
額を差し引くことによって残置処理用演算金額を演算し、この演算した残置用実演残金額
を可能な限り最小の貨幣構成枚数で構成するための貨幣構成パターンを求めるものである
（特許文献１の段落００５６～００６４を参照）。
【０００５】
　しかし、特許文献１は、紙幣及び硬貨の在高データに基づいて貨幣構成パターンを求め
るものであって、棒金の在高については考慮していない。従って、残置確保金額が不足し
た場合には、棒金保管装置から硬貨を補充する作業及び棒金保管装置から補充した金額（
枚数）の集計作業は、オペレータの手作業によって行われていた。その結果、オペレータ
の負担が増加するとともに、人為的なミスが発生することもあった。
【特許文献１】特開平１１－２１３２１３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は、棒金保管装置から硬貨を補充する際のオペレータの負担及び人為的なミスを
軽減し、効率的な在高管理及び残置管理を行うことができる貨幣処理機、貨幣処理システ
ムおよびレジスタを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明によれば、貨幣を入出金する貨幣処理装置と、棒金を保管する棒金保管装置を含
む貨幣処理機であって、前記各装置の金種毎の在高を集計した在高データを管理する在高
管理手段と、前記在高データ及び金種毎の残置データを記憶する記憶手段と、貨幣の全て
の金種について、金種毎に、前記記憶手段に記憶された前記残置データ及び前記棒金保管
装置の在高に基づいて、前記貨幣処理装置に入金された貨幣を出金する制御手段と、を備
えたことを特徴とする貨幣処理機が提供される。
　また、本発明によれば、貨幣を入出金する貨幣処理装置および棒金を保管する棒金保管
装置を含む貨幣処理機と、前記貨幣処理機に通信可能に接続されたレジスタと、を備えた
貨幣処理システムであって、前記貨幣処理機における各装置の金種毎の在高データを管理
する在高管理手段と、前記在高データ及び金種毎の残置データを記憶する記憶手段と、貨
幣の全ての金種について、金種毎に、前記記憶手段に記憶された残置データ及び前記棒金
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保管装置の在高に基づいて、前記貨幣処理装置に収納された貨幣を出金する制御手段と、
を備えたことを特徴とする貨幣処理システムが提供される。
　また、本発明によれば、貨幣を入出金する貨幣処理装置および棒金を保管する棒金保管
装置を含む貨幣処理機に通信可能に接続されたレジスタであって、前記貨幣処理機におけ
る各装置の金種毎の在高データを管理する在高管理手段と、前記在高データ及び金種毎の
残置データを記憶する記憶手段と、を備え、貨幣の全ての金種について、金種毎に、前記
記憶手段に記憶された残置データ及び前記棒金保管装置の在高に基づいて、前記貨幣処理
装置に収納された貨幣を出金させることを特徴とするレジスタが提供される。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明の貨幣処理機、貨幣処理システムおよびレジスタによれば、手動により補充及び
回収を行う棒金保管装置の棒金在高データを含めて在高管理及び残置管理を行うので、オ
ペレータの負担及び人為的なミスを軽減することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　以下、本発明に係る実施例について図を参照して説明する。なお、本発明は、以下の実
施例の内容に限られるものではない。
【実施例１】
【００１０】
　図１は、実施例１に係る貨幣処理機１００の外観を示す斜視図である。
【００１１】
　実施例１に係る貨幣処理機１００は、棒金を保管する棒金保管装置３０の上に紙幣の入
出金処理を行う紙幣処理装置１０及び硬貨の入出金処理を行う硬貨処理装置２０が配置さ
れた構成を有している。紙幣処理装置１０、硬貨処理装置２０及び棒金保管装置３０は、
互いに電気的に接続され、データを送受信することができる。紙幣処理装置１０は、紙幣
入金部１１、紙幣出金部１２及び操作表示部１３を有する。紙幣入金部１１から入金され
た紙幣は、紙幣処理装置１０の内部に金種毎に収納される。収納された紙幣は、釣銭を支
払う場合又は紙幣を回収する場合に紙幣出金部１２から出金される。硬貨処理装置２０は
、硬貨入金部２１及び硬貨出金部２２を有する。硬貨入金部２１から入金された硬貨は硬
貨処理装置２０の内部に金種毎に収納される。収納された硬貨は、釣銭を支払う場合又は
硬貨を回収する場合に硬貨出金部２２から出金される。紙幣処理装置１０及び硬貨処理装
置２０における入出金処理は、所定の制御に従って機械的に行われる。棒金保管装置３０
は開閉可能な開閉部３１を有する。棒金保管装置３０は、紙幣処理装置１０及び硬貨処理
装置２０とは異なり、オペレータの手作業により棒金の補充及び取り出しが行われるもの
である。また、紙幣処理装置１０、硬貨処理装置２０及び棒金保管装置は、それぞれ、操
作表示部１３、２３及び３２を有する。オペレータからの指示の受け付け及びオペレータ
に対する情報（入出金金額等）の表示は、操作表示部１３、２３又は３２を介して行われ
る。
【００１２】
　図２は、実施例１に係る貨幣処理機１００の構成を示すブロック図である。
【００１３】
　実施例１に係る貨幣処理機１００は、紙幣処理装置１０、硬貨処理装置２０、棒金保管
装置３０、制御手段２０１、記憶手段２０２、残置データ設定手段２０３、在高管理手段
２０４、表示手段２０５、操作手段２０６及び通信手段２０７を有する。
【００１４】
　紙幣処理装置１０は、紙幣在高データ１０ａを内部メモリに記憶する。硬貨処理装置２
０は、硬貨在高データ２０ａを内部メモリに記憶する。棒金保管装置３０は、棒金在高デ
ータ３０ａを内部メモリに記憶する。在高データ１０ａ～３０ａは、金種毎に集計された
合計金額及び貨幣の総数である。
【００１５】
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　制御手段２０１は、所定の処理手順に基づいて、上記各装置１０～３０及び各手段２０
２～２０７に対して指示を行うとともにデータの送受信を行う。記憶手段２０２は、残置
データ２０２ａ及び在高データ２０２ｂを記憶可能である。残置データ設定手段２０３は
、操作手段２０６を介して入力された指示に従って、金種毎の残置金額又は残置数を設定
し、残置データ２０２ａとして記憶手段２０２に記憶する。在高管理手段２０４は、上記
装置１０～３０の個々の在高を集計し、金種毎の在高の合計金額及び貨幣の総数を集計し
、在高データ２０２ｂとして記憶手段２０２に記憶する。表示手段２０５は、ＰＯＳレジ
スタ２００の表示部（例えば、液晶ディスプレイ）又は操作表示部１３、２３及び３２の
いずれかに所定のメッセージを表示する。操作手段２０６は、ＰＯＳレジスタ２００の操
作部（例えば、キーボード）又は操作表示部１３、２３及び３２のいずれかを介してオペ
レータからの指示（例えば、所定額又は所定数の貨幣を残置させるための残置モードを設
定する指示）の入力を受け付ける。通信手段２０７は、ＰＯＳレジスタ２００との間でデ
ータの送受信を行う。
【００１６】
　例えば、制御手段２０１はＣＰＵであり、記憶手段２０２はハードディスク等のコンピ
ュータ読み取り可能な記憶媒体であり、通信手段２０７は有線又は無線のデータ通信用イ
ンタフェースであり、残置データ設定手段２０３、在高管理手段２０４、表示手段２０５
及び操作手段２０６は、制御手段２０１によって実行されるソフトウェアによって実現さ
れるソフトウェアモジュールである。
【００１７】
　図３は、残置モードが設定された場合の実施例１に係る制御手段２０１の処理手順を示
すフローチャートである。
【００１８】
　はじめに、記憶手段２０２に記憶された残置データ２０２ａと在高データ２０２ｂの大
小関係を比較する（Ｓ３０１）。
【００１９】
　残置データ２０２ａが在高データ２０２ｂより大きい場合には（Ｓ３０１－Ａ）、残置
データ２０２ａと在高データ２０２ｂの差（不足データ）を算出する（Ｓ３０２）。続い
て、不足データを操作表示部３２に表示する（Ｓ３０３）。このとき、例えば、図５（ａ
）に示されるように、不足している棒金の種類を示すランプが点灯し、その数量が表示さ
れる。図５（ａ）は、「５００円硬貨の棒金が１０本不足している」ことを示している。
【００２０】
　残置データ２０２ａと在高データ２０２ｂとが一致する場合には（Ｓ３０１－Ｂ）、操
作表示部３２に処理が終了した旨を表示する（Ｓ３０４）。このとき、例えば、図５（ｂ
）に示されるように、「ＥＮＤ」というメッセージが表示される。
【００２１】
　残置データ２０２ａが在高データ２０２ｂより小さい場合には（Ｓ３０１－Ｃ）、残置
データ２０２ａと棒金在高データ３０ａの差（回収データ）を算出する（Ｓ３０５）。続
いて、回収データが０以上か否か判断する（Ｓ３０６）。
【００２２】
　回収データが０以上、すなわち、残置データ２０２ａが棒金在高データ３０ａ以上の場
合は（Ｓ３０６－Ｙｅｓ）、紙幣処理装置又は硬貨処理装置に収納された貨幣の一部（回
収データに相当する分）を回収する（Ｓ３０７）。一方、回収データが０未満、すなわち
、残置データ２０２ａが棒金在高データ３０ａより小さい場合は（Ｓ３０６－Ｎｏ）、紙
幣処理装置又は硬貨処理装置に収納された貨幣を全て回収する（Ｓ３０８）。続いて、棒
金在高データ３０ａと残置データ２０２ａの差（超過データ）を算出する（Ｓ３０９）。
続いて、超過データを操作表示部３２に表示する（Ｓ３１０）。このとき、例えば、図５
（ｃ）に示されるように、超過している棒金の種類を示すランプが点灯し、その数量が表
示される。図５（ｃ）は、「１００円硬貨の棒金が２本超過していることを示している。
ここで、貨幣の回収処理（Ｓ３０７及びＳ３０８）は、紙幣出金部１２又は硬貨出金部２
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２から回収データ相当分又は全ての貨幣を出金することによって実現される。
【００２３】
　Ｓ３０１～Ｓ３１０に示される処理は紙幣及び硬貨の金種毎に行われ、全ての金種につ
いての処理が終了した場合には（Ｓ３１１－Ｙｅｓ）、図３に示されるフローチャートが
終了する。
【００２４】
　なお、Ｓ３０１～Ｓ３１０に示される処理は、貨幣の数量について行われても良く、貨
幣の金額について行われても良い。例えば、貨幣の数量について行われる場合には、残置
データ２０２ａ、在高データ２０２ｂ、紙幣在高データ１０ａ、硬貨在高データ２０ａ及
び棒金在高データ３０ａは貨幣の枚数情報を含み、操作表示部３２には図５（ａ）～（ｃ
）に示される情報が表示される。一方、貨幣の金額について行われる場合には、残置デー
タ２０２ａ、在高データ２０２ｂ、紙幣在高データ１０ａ、硬貨在高データ２０ａ及び棒
金在高データ３０ａは貨幣の金額情報を含み、操作表示部３２には図５（ｂ）又は（ｄ）
に示される情報が表示される。図５（ｄ）は、棒金の種類を示すランプが全て点灯し、過
不足額が表示される。図５（ｄ）は、「超過データ＝￥２００００」、すなわち、「棒金
保管装置３０に保管された棒金のうち￥２００００分回収すべきである」ことを示してい
る。
【００２５】
　実施例１によれば、残置データ２０２ａと棒金在高データ３０ａを含む在高データ２０
２ｂの大小関係を比較し、当該比較結果に応じて貨幣を回収し、所定のメッセージを表示
する。また、残置データ２０２ａと棒金在高データ３０ａの大小関係を比較し、当該比較
結果に応じて貨幣を回収し、所定のメッセージを表示する。その結果、残置作業及び棒金
在高を含む在高集計作業に係るオペレータの負担及び人為的なミスを軽減することができ
る。
【実施例２】
【００２６】
　実施例１では、貨幣処理機１００が記憶手段２０２、残置データ設定手段２０３、在高
管理手段２０４、表示手段２０５及び操作手段２０６を有する例について説明したが、実
施例２では、ＰＯＳレジスタ２００が上記各手段２０２～２０６を有する例について説明
する。
【００２７】
　図４は、実施例２に係る貨幣処理機１００及びＰＯＳレジスタ２００の構成を示すブロ
ック図である。なお、実施例１と同様の説明は省略する。
【００２８】
　実施例２に係る貨幣処理機１００は、紙幣処理装置１０、硬貨処理装置２０、棒金保管
装置３０、制御手段４０１及び通信手段４０２を有し、通信手段４０２を介してＰＯＳレ
ジスタ２００と接続可能である。実施例２に係るＰＯＳレジスタ２００は、通信手段４１
１、制御手段４１２、記憶手段４１３、残置データ設定手段４１４、在高管理手段４１５
、表示手段４１６及び操作手段４１７を有し、接続手段４１１を介して貨幣処理機１００
と接続可能である。
【００２９】
　貨幣処理機１００の制御手段４０１は、所定の処理手順に基づいて、上記各装置１０～
３０に対して指示を行うとともにデータの送受信を行う。また、通信手段４０２を介して
ＰＯＳレジスタ２００との間でデータの送受信を行う。
【００３０】
　ＰＯＳレジスタ２００の制御手段４１２は、所定の処理手順に基づいて、上記各手段４
１３～４１７に対して指示を行うとともにデータの送受信を行う。また、通信手段４１１
を介して貨幣処理機１００との間でデータの送受信を行う。
【００３１】
　実施例２によれば、ＰＯＳレジスタ２００が上記各手段４１１～４１７を有するので、
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貨幣処理機１００を小型化することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】本発明に係る貨幣処理機１００の外観を示す斜視図である。
【図２】実施例１に係る貨幣処理機１００の構成を示すブロック図である。
【図３】残置モードが設定された場合の実施例１に係る制御手段２０１の処理手順を示す
フローチャートである。
【図４】実施例２に係る貨幣処理機１００及びＰＯＳレジスタ２００の機能を示すブロッ
ク図である。
【図５】（ａ）～（ｄ）は、表示手段２０５、４１６によって表示される表示例を示す概
略図である。
【符号の説明】
【００３３】
１００　貨幣処理機
２００　ＰＯＳレジスタ
１０　紙幣処理装置
１１　紙幣入金部
１２　紙幣出金部
１３、２３、３２　操作表示部
２０　硬貨処理装置
２１　硬貨入金部
２２　硬貨出金部
３０　棒金保管装置
３１　開閉部

【図１】 【図２】
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